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Ｍ
Ａ
Ｔ
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岩
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【
は
じ
め
に
】 

東
日
本
大
震
災
は
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
死
者
／
行
方
不
明

者
は
計
１
万
９
千
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ

ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の
後
を
受
け
、
亜
急
性
期

以
降
の
医
療
を
担
当
す
る
た
め
、
平
成

23
年
７
月

15
日
ま
で
全
国

か
ら
計
１
３
８
４
チ
ー
ム
が
被
災
各
地
に
展
開
し
た
。
そ
の
後
は
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ⅱ
に
引
き
継
が
れ
160
チ
ー
ム
以
上
が
活
動
し
て
い
る
。 

私
達
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
の
先
遣
隊
と
し
て
３

月
22
日
か
ら

25
日
に
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
を
中
心
に
医
療
支

援
活
動
を
行
っ
た
。
大
槌
町
役
場
が
被
災
、
町
長
や
幹
部
職
員
が
亡

く
な
り
、
県
立
大
槌
病
院
（
写
真
１
）
と
全
て
の
診
療
所
が
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、
医
療
設
備
や
カ
ル
テ
ま
で
が
失
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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【
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
の
活
動
】 

 
先
遣
隊
を
含
め
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
と
し
て
26
チ

ー
ム

167
名
が
５
月
31
日
ま
で
継
続
的
に
大
槌
町
で
医
療
活
動
を
行

っ
た
。
そ
の
う
ち
医
師
は
59
名
（
勤
務
医
35
名
、
開
業
医
24
名
）

看
護
師

51
名
、
薬
剤
師

27
名
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
従
事
者

９
名
、
事
務
職
員
21
名
で
あ
っ
た
。 

 

３
月

23
日
か
ら
４
月

17
日
ま
で
は
、
県
立
大
槌
高
校
内
救
護
所

（
写
真
２
）
、
そ
の
後
５
月

31
日
ま
で
は
寺
野
弓
道
場
内
救
護
所

（
写
真
３
）
で
診
療
活
動
を
行
っ
た
。
診
療
内
容
は
高
血
圧
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
感
冒
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
糖
尿
病
、
不
眠
症
、

不
安
症
、
気
管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
、
腰
痛
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮

膚
炎
、
刺
創
（
釘
を
踏
ん
だ
）
、
褥
瘡
な
ど
の
疾
患
で
、
直
接
の
震

災
に
よ
る
外
傷
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
５
月
31
日
で
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
が
終
了
し
た
理
由
は
、
地
元
の
医
療
が
立
ち

上
が
り
、
保
険
診
療
が
開
始
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後

半
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
は
、
診
療
情
報
の
電
子
化
や
、

薬
剤
の
整
理
、
地
元
の
診
療
所
へ
の
紹
介
な
ど
保
険
診
療
へ
の
移
行

に
向
け
た
作
業
も
行
っ
た
。 
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【
気
づ
い
た
こ
と
】 

① 
行
政
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
被
害
状
況
の
把
握
が

遅
れ
た
。
行
政
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
療
が
連
携
で
き
る

指
揮
命
令
系
統
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。 

② 

情
報
収
集
と
伝
達
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
初
期
に
は
、

被
災
地
か
ら
の
様
々
な
情
報
は
発
信
で
き
な
か
っ
た
。
大
切
な
情

報
は
刻
々
と
変
化
す
る
た
め
、
先
遣
隊
な
ど
が
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
。
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
活
動
を

有
効
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
被
災
地
外
か
ら
の
情
報
も
現

地
に
は
届
き
に
く
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
衛
星
携
帯
電
話
な
ど
普

段
か
ら
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

③ 

医
療
チ
ー
ム
の
計
画
的･

継
続
的
配
置
調
整
の
た
め
現
状
と
目

的
を
把
握
し
て
い
る
指
揮
官
が
、
指
揮
を
執
る
必
要
が
あ
る
。
複

数
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
が
入
っ
て
い
た
が
、
横
の
連
携
が
不
十
分

で
あ
っ
た
。 

④ 

患
者
の
多
く
は
、
外
傷
で
は
な
く
、
薬
を
失
っ
た
高
血
圧
、
糖

尿
病
な
ど
慢
性
疾
患
や
花
粉
症
、
感
冒
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。

援
助
薬
剤
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
多
く
、
薬
剤
師
の
役
割
が

非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。 

⑤ 

医
療
チ
ー
ム
毎
に
カ
ル
テ
が
異
な
り
、
継
続
診
療
や
保
険
診
療

に
移
行
す
る
た
め
に
は
支
障
が
あ
る
。
統
一
災
害
カ
ル
テ
作
成
と

カ
ル
テ
保
存
・
整
理
に
関
し
て
の
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
。 

⑥ 

今
回
の
活
動
を
検
証
し
、
想
定
外
で
片
付
け
る
こ
と
の
な
い
防

災
計
画
の
策
定
と
被
災
者
は
も
ち
ろ
ん
支
援
者
等
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対

策
も
重
要
で
あ
る
。 

 

【
先
遣
隊
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
】 

 

①
②
の
た
め
に
大
阪
府
医
師
会
は
先
遣
隊
を
派
遣
し
、
被
災
地
の

ニ
ー
ズ
を
考
え
活
動
の
場
所
な
ど
を
選
定
し
た
。 

 

①
③
の
た
め
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
大
阪
府
医
師
会
チ
ー
ム
は
、
４
月
13
日

か
ら
26
日
ま
で
、
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
冨
岡
正
雄
医

師
を
派
遣
し
た
。
冨
岡
医
師
に
は
現
地
と
の
調
整
役
、
他
の
医
療
チ

ー
ム
と
の
調
整
、
復
興
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
元
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

【
結 

語
】 

 

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

 
こ
の
未
曾
有
の
大
震
災
の
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
に

起
こ
る
で
あ
ろ
う
災
害
の
対
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
震
災
を
経
験
し
た
者
の
努
め
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。 


